
「人と出会い」 

豊日中学校三年 瀧 夏季 

 

私は小学校六年生のとき、家の都合で卒業式を終えた直後転校しました。場所は宮崎県の都城市です。転校

する時に一番辛かったのは、そのことをみんなに伝える時間です。どんな空気になるかとか、みんながどんな

表情になるのかとか、何度もシュミレーションをしましたが、いざみんなの前に立つとなかなか声が出なく

て、結局変なしゃべり方になったのを今でも覚えています。でも、転校後の生活を想像するときは、もちろん

不安もありましたが、アニメや漫画のように黒板に、名前を書かれて紹介されるのかなとか、どんな人がいる

んだろうとかわくわくする気持ちが大きかったです。 

 しかし、いざ行き慣れない道で登校してみると、心配事が増えていき心臓がずっとドキドキしていました。

学校に着いても安心できなくて、もうすでに豊郷小学校の友だちに会いたくなっていました。休み時間、みん

なが小学校からの友だちと集まっていました。でも私は一人で、「あの子はだれ？」といっているようなクラ

スのみんなからの視線が痛かったです。このとき私は「これからよろしく」と元気よく話しかけたかったので

すがそんなこともできずに、ただ心の中で「誰か話しかけてくれないかな」と思っているだけでした。そのと

き、一人の女の子が声をかけてくれました。すっと緊張が解けてなぜか泣きそうになりました。本当にうれし

かったです。そこから、どんどん輪が広がって関係性ができ友だちもできました。やっぱり話せる相手がいる

ということはありがたいことだと感じました。その女の子から自分から動く大切さを知ったのか、部活動の

体験入部期間に廊下に流れてくる音に惹かれて一人で吹奏楽部の体験に行きました。部室に入った瞬間、大

迫力で圧倒されました。特に吹奏楽に興味があったわけでもないのに、吹奏楽部に入部しました。入部したか

らこそたくさんの思い出ができて自分を表現できて、最高の仲間に出会えたからあのとき、勇気を出して入

部して本当によかったと思っています。 

 あっというまに一年が過ぎ、二年生になりクラスが変わりました。ですがもう怖くありません。今思えば、

転校したときはずっと受け身でした。それなのに相手のことは警戒していたので慣れるのに時間がかかった

のではと思います。だから今度は自分から話しかけるようにしました。するともっと楽しい学校生活になり

ました。私がこうやって人に話しかけれるようになったのは転校したことが大きいと思います。自分を表現

することの大切さ、相手と仲良くなれたときのうれしさ、新しい人と関係を築くときのワクワク感。そしてグ

ループの輪に入れたとき、「私は私のまでいいんだ」という自信になりました。 

 二年生も無事終わり、私はまた豊郷町へ戻ることになりました。転校を通し、その人の個性や教室・学年の

雰囲気はそこでしか感じることができないものだと気づけました。だからこそ「別れ」の寂しさをより一層感

じて涙が溢れて止まりませんでした。「一期一会」という言葉がありますが、今回は転校という形で友と別れ、

新しい友と出会い、また別れを経験し出会いはかけがえのないものだと分かりました。だから、人との巡り会

いに感謝し、望み・憧ればかりではなく、今横に居てくれる人との時間には楽しさや幸せが溢れていることを

実感しながら一日一日を大切に過ごしていきたいです。 

 

 

                                                        

あいさつ・声かけ運動標語入選作品

 あいさつや声かけの大切さを見つめ直し、積極的に実践できるよう、あいさつ・声かけを推進することを 

めざして標語を募集しました。 

一般の部                            （敬称略） 

    優秀  元気なあいさつ 豊かな郷に 響かせて 

     優良  声かけて 心かよわす 仲間の輪 

小・中学生の部 

 豊郷小学校 

     優秀  あいさつは みんなをつなぐ あいことば  

     優良  相手の名前を言って おはようございます 

     優良  あいさつは こころとこころ つなぐもの 

     優良  あいさつは みんなハッピー いいえがお 

 

  日栄小学校 

     優秀  あいさつで えがおあふれる とよさと町 

     優良  みんなでつなげ  あいさつのバトン  あいさつのまほうで友だちいっぱい作っちゃおう 

     優良  えがお咲く まほうのあいさつ とどけよう 

     優良  あいさつは 心にのこる たからもの 

 

  豊日中学校 

     優秀  あいさつで 巻き起こるかも いいことが 

     優良  伝えよう 感謝の気持ち しっかりと 

         優良  前を見て 言葉のつながり あいさつで 

     優良  あいさつは 笑顔のじゅもん 心晴れ 

はじめに 

 豊郷町青少年育成町民会議では、令和５年度もさまざまな事業を行ってきました。 

 あいさつ標語、「私の思い 2023」作文、「今 私のがんばっていること」作文など、すばらしい作

品が生み出されました。そこで、町民の皆様にも広く知っていただけるように、今年度優秀な成績

を収められた方々の作品をご紹介させていただきます。 

（敬称略） 

安達 悦子 

北川 泰子 

 

 

６年 安田 悠生 

４年 淺居 瑠希晃 

５年 小山 さくら 

４年 西山 愛璃 

 

 

４年 渡辺 陽日 

３年 嶋佐 航 

６年 髙野瀬 愛來 

４年 浅居 稀衣 

 

 

３年 瀧 夏季 

２年 大野 優斗 

２年 橋本 悠里 

１年 嶋佐 桃花 

 

中学生広場「私の思い 2023」作文
 中学生のみなさんが日頃考えていることや感じていることを盛り込んだ内容の作文を募集しました。 

 



                                                        

今 私のがんばっていること作文優秀作品

 今、自分のがんばっていることを盛り込んだ内容の作文を募集しました。 

 

「ピアノとわたしの４年間」 

  日栄小学校四年 浅居 稀衣    

  

私が、今がんばっていることは、ピアノです。なぜ、それをがんばっているかという

と、ピアノをすらすらひけるようになりたいからです。私がピアノをはじめたきっかけ

は、テレビでピアニストの人がひいていて、かっこいいなと思ったからです。 

 習い始めて、ピアノの発表会の時に向けて練習をはじめた時は、ひきはじめは全然ひけ

なくて、くやしかったです。でも、だんだんひけるようになってくると楽しくて、先生も

ほめてくれたので、とてもうれしかったです。だけど、ピアノをやっている中で大変なこ

ともあります。大変なことは、今までひいていた曲をクリアし、次の曲にいくときです。

その時には、その曲のリズムやひき方や曲調をつかみ、それに合わせてひかないといけな

いからです。私はそのいろんなコツをつかむまでに、時間がかかるので、最初のところが

全然ひけません。そのため、学校終わりの放課後や、ひまな時は練習をするようにしてい

ます。そうすることで、早く曲をクリアし、どんどん次の曲へと進めるので、私は練習す

ることは、とても大切だと思っています。その事を大切にし、続けているうちに、もうピ

ピ 

「ぼくが今がんばっていること」 

豊郷小学校六年 平井 栄斗 

 

ぼくが今、頑張っていることは二つあります。それはピアノと英語です。 

一つ目は、ピアノです。ぼくは小学一年生の時からピアノを習っています。最初は、全

く上手にひけませんでした。音符の読み方も難しくて、指の動きも思うようにいきません

でした。でも、最近になって、もっと上手にひけるようになりたいと思い始めました。だ

から、これからはもっと練習を増やして頑張ろうと思いました。特に、ぼくのピアノの先

生のように、モーツァルトやショパンのような難しい曲をひけるようになりたいと思って

います。それは大変だと思うけれど、ぼくは上手にひけるように頑張りたいです。 

二つ目の頑張っていることは、英語です。ぼくは将来、英語で色々な人と話せるように

なりたいと思っています。英語はとても難しいけれど、英語で会話できると楽しいと思う

からです。だから、英語の勉強も頑張りたいです。特に英単語を覚えるのは苦手なので大

変です。でも、それも頑張って覚えたいと思っています。英語を話せるようになると、色々

な人と話すことができるので、楽しいと思うからです。 

これが、ぼくが今頑張っていることです。ピアノも英語も、上手になるためには、たく

さんの練習と勉強が必要です。なので、これからも頑張りたいと思います。 

 

アノの習い事を四年間もしています。四年間もしているので、曲のリズムやひき方、曲調

をつかむのもだんだん早く、できるようになってきました。 

 これからも今、大切にしていることをしっかりと大切にし、ピアノをひきたいです。そ

うして、ピアノをすらすらひけるようになりたいです。 

 

「時間は生み出していくもの」 

豊日中学校 三年 田中 心    

 

 「最近寒くなってきたし眠いし、もう少し寝ていたい。でも学校の準備もしないとな

…」 

 毎朝、同じことを思いながら結局睡魔に負けてしまう自分に最近強く焦りを覚えるよう

になった。受験まで残り百日をきって、学習に充てられる時間が想像以上にないことを実

感するようになり、以前は一時間程度しか取り組んでいなかった学習時間も三時間は当た

り前となってきた。しかし、ニガテ単元の克服、過去問演習等やるべきことも多く、一日

のうちにそれをやりきれないこともある。やりきるためにどうすべきかを自分なりに考え

ると、「スキマ時間の活用」が浮かんだ。ご飯を食べるまでのスキマ、休み時間などのス

キマ…一日にたくさん潜む小さな時間さえも有効に利用することで大きなものとなる。特

に朝（家を出発するまでの間）は約一時間あることに気づき行動してみた。 

 初めは鈍い動きでダラダラと動いてしまっていたが、二週間もすると、いくら眠くても

決まった時間になると即動くことができるようになってきた。朝に学習を続けたことで、

今まで本当に膨大な時間を無駄にしてしまっていたのだと感じ、少し後悔したが、後悔し

ても仕方がないので、これからは時間をできるだけ上手く使いきろうと決めた。 

 まずは受験が終わるまで、そして高校、大学、社会人へと進んでいっても、スキマ時間

の活用を意識する生活を続けていきたいと思う。 

 

 



                                                        

今 私のがんばっていること作文入選作品

「自主学習とピアノ」 

豊郷小学校五年 木村 月海 

 

今、私ががんばっていることは自主学習とピアノです。 

テストに向けて、内容を変えて学習したり復習したりして、自主学習をがんばっていま

す。ちょっとめんどくさいときもあるけど、自分のためだと思って勉強をしているとやる

気が出るので、楽しくなるときもあります。その自主学習でテストが分かったり次の勉強

の考察ができたり、計算が早くなったり漢字が前よりも書けるようになったり、すごくい

いことがあります。今までは一時間ぐらいしかしたことがないので、時間があったら三時

間ぐらいちょうせんして、集中力が続くかためしたいなと思いました。 

ピアノは、六年生ありがとうの会でひろうするために、練習しています。一学期の音楽

会をして終わったときに、二学期も合そうをやると聞いてその時から色々な音楽でピアノ

の練習をしていました。しゅみの一つだったので、ぜひやってみたいなと思ったのでうれ

しかったです。 

でもその曲はすごくむずかしくて、想像以上にできませんでした。みんなに追いつけな

くてくやしかったけど、練習をがんばったらみんなに追いつけて思うようにひけました。

練習の成果が出てよかったなと思いました。 

自主学習とピアノを通して、練習したり、がんばったりしたら、未来の自分に役立つん

だなと思いました。これからも練習や、学習をがんばりたいと思いました。 

「今、ぼくががんばっていること」 

豊郷小学校二年 西山 宝 

  

今、ぼくが、がんばっていることは、三つあります。 

 一つ目は、かけ算のぜんぶのだんを正しくはやく言えるようになることです。おふろに

はってあるかけ算のシートを見ながら、声を出しておぼえたり、計算カードをつかってれ

んしゅうをしたりしてたくさんおぼえていきたいです。 

二つ目は、ヘッドスプリングとばくてんをかんぺきにできるようにすることです。ぼく

は、たいそうをならっています。そこのたいそう教室の名前は、ファンタジアスクエアで

す。ファンタジアスクエアでは、なかのよい友だちがたくさんいてとてもたのしく、今は、

ヘッドスプリングと、ばくてんにちょうせんしています。ヘッドスプリングは、とてもむ

ずかしいわざです。なぜかというと、とびこむときに首をいためるかのうせいが高いから

です。けれどもゆうきをふりしぼってれんしゅうしています。ばくてんは、まだ、トラン 

ポリンの上でしかできないけれど、マットの上でできるようにコーチにささえてもらい、

がんばっています。 

 三つ目は、早ね早おきです。早ね早おきをすることによって、つかれがとれ、きもちよ

く一日がすごせるからです。 

 いじょう三つが、ぼくが、がんばっていることです。 

 

「私の大好きなチアガール」 

日栄小学校 五年 宮川 夏帆   

 

 今、私のがんばっていることは、チアガールです。チアガールは、ポンポンをもって最

高の笑顔で最高のパフォーマンスをして、お客さんに楽しんでもらうダンスだと思いま

す。チアガールは、個人でやるものではなく団体でおどるのでみんなできっちり合わせて

おどらないといけないので、そこがすごく大変です。そのためにはいっぱい練習をしない

といけないし、体をやわらかくするためにも自分でストレッチなどをしてすごく努力をし

ないといけません。 

 チアガールには、発表会やチアフェスといった大会があります。発表会はプロバスケの

滋賀レイクスの試合で何千人も人がいる所でおどります。見わたす限り全部がお客さんな

のですごくきんちょうします。きんちょうはするけど、笑顔をわすれずきれいにおどりお

客さんを笑顔にするのを目標にしています。そして、最高の笑顔でおどっていると、テレ

ビにもうつります。だから、それを意識しています。私は最高のパフォーマンスをしたい

のでジャンプが高くなるようにしたり、足が高くきれいに上がるように、家でも練習をし

ています。そして、いつか片手で側転をできるようになることが今の私の目標です。その

ためには、今以上に練習をがんばります。これからも、すごく大好きなチアガールを私は

この先もずっと続けていきたいです。 

 

「私が今がんばっていること」 

日栄小学校 六年 久木 ほのか   

 

私が今頑張っていることは、習い事のバスケットボールのシュート率を上げることで

す。毎週、火曜日、木曜日、土曜日に近江兄弟社中学校の練習に参加しています。バスケ

ットボールを始めたきっかけは、お姉ちゃんとお兄ちゃんが習っているのを見て面白そう

だな、やってみたいなと思ったので始めました。 

シュート率を上げるために気を付けていることは、シュートフォームを乱さずいつでも

同じフォームで打てるようにしていることと、しっかりひざを曲げて、しずんでから打つ

ことを特に気を付けて練習しています。 

 

 



「私の好きなこと」 

豊日中学校三年 津畑 魅 

 

 私が今がんばっていることは、ボッチャです。ボッチャとは、ジャックボールという白

いボールに自分のボールを近づけるという競技です。 

 私は、小学生の時、サマーホリデークラブに参加していて、ボッチャを教えに来て下さ

った事がきっかけで知りました。そこでルールを教えてもらい、試合を重ねていくうちに

楽しさが分かってきました。小学生の時はこのような経験があっただけですが、中学一年

生の時ボッチャの県大会に出てみることにしました。今までは遊びの様になげていたボー

ルも大会になるとこんなに重くなるのだと実感しました。その時の試合は惨敗でした。他

の選手の皆さんはジャックボールに近くてすごいと感じました。試合が終わった後、スタ

ッフの方が「これから一緒にボッチャを始めてみませんか」と、誘って下さいました。そ

れから、本格的にボッチャを始めることになりました。最初は、近い所しか投げられずジ

ャックボールにも近づけることが出来ませんでしたが、監督やコーチに投げ方や投げる位

置、練習方法などを教えてもらい、今では５メートル位の距離までジャックボールを投げ

られるようになりました。そして、ボールを近づけられるようになってきました。 

 今、大人の方に混じって練習しているのですが、皆さんの技術が凄く、ボッチャは奥の

深い競技だと私は思っています。だから、私ももっと色々な技術を知り、皆さんと対等に

戦えるように、これからも練習をがんばりたいです。 

 そして、私の目標である、2025年に滋賀県で開催される全国障害者スポーツ大会に出

場できるようにがんばります。 

 

「私が今がんばっていること」 

豊日中学校二年 岡部 希乃花 

  

私が今、がんばっていることは部活です。三年生が受験で部活を引退してしまい、人数 

私は、この努力を続けることで、これから上手くいかないことがあってもあきらめずに

努力し続けられる力がつくと思っています。他にもバスケットボールは、一対一じゃなく

五対五のチーム戦なので、すごくチームワークが大切だと思うし、試合中、相手をこかし

てしまったときに敵同士でも「大丈夫ですか？ごめんなさい。」と声をかけたりして相手

のことを思いやったり、考えたりできるようになると思います。 

今後の生活に向けての決意は、これからもシュート率を上げることをあきらめず、努力

して頑張っていきたいと思います。 
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が減ってしまった中で協力することの大変さなどを知りました。でもその中で私ががんば

っていることが三つあります。 

 一つ目は、後輩や友達などとしっかり話すことです。やりたいメニューなどが異なると

きなど、もめ事がおきやすい場面ではしっかり対話して、よりよい解決法を導きだせるよ

うに努力しています。後輩ともコミュニケーションをとって部活を楽しくとりくめるよう

にしています。 

 二つ目は、部長としてみんなをまとめることです。はじめのあいさつやメニューなどを

毎日考えることを、がんばっています。みんなをまとめることは、周りを見ないといけな

いので、大変なことはあるけれど、みんなと協力して一つのことを成しとげることの楽し

さなどを知ることができて、部長をしていてよかったと思っています。 

 三つ目は、実力をあげることです。私は先輩達が県大会に出場している所を見て、私も

県大会出場を目標にしています。県大会に出場するために、積極的に部活に参加し練習を

しています。大会や練習試合で、失敗してしまったことを改善できるようなメニューを組

んで練習をがんばっています。 

 私は今、この三つのことに気をつけて部活をがんばっています。これからも部長として

みんなと対話し、ひっぱっていきながら、県大会を目指してがんばっていきたいと思いま

す。 

 

おわりに 

 受賞された皆様、改めましておめでとうございます。毎回、小中学生の皆様には様々な活動に取

り組んでいただいております。その言葉に込められた思いや、自分の考え方、感じ方の表現に個性

を感じ、審査は楽しくもあり、同時に大変難しくもあります。 

 言葉を使い、気持ちを文章にするには、学校の勉強はもちろんのこと、日頃どういった言葉に触

れているかというのも大切です。これからもできる限り本を読んで、自分の気持ちを言い表すのに

ぴったりな言葉集めをして、素敵な大人に近づいていただきたいなと思います。 

今回惜しくも入選を逃した作品にも、光る部分はたくさんありました。来年もぜひ応募していた

だきたいです。最後になりましたが、今後の皆さんのさらなるご活躍を祈念しております。 

豊郷町青少年育成町民会議 

会長 藤 博之 

 


